
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成２１年 ６月１３日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要： 
東京の主要な繁華街である浅草・銀座・新宿・渋谷の建築機能は、戦後から現代において、シ

ョッピングを楽しむエリアの拡大により、飲食店や喫茶店、居酒屋などの分布状況が大きく変

化してきていることが確認できた。４つの繁華街に共通していたのは、社交を主とする喫茶店

や居酒屋などの施設における、昼と夜の性格による分布が分離してきた変化である。さらに、

新宿、渋谷では、ターミナル駅前における多様な機能が混在してきた集積の変化が認められた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 1,200,000   

2006年度 600,000   

2007年度 700,000 210,000 910,000 

2008年度 900,000 270,000 1,170,000 

  年度    

総 計 3,400,000   

 
 
研究分野：工学 
科研費の分科・細目：建築学・建築史・意匠 
キーワード：東京、都市、近代、繁華街、建築機能 
 
１．研究開始当初の背景 
 繁華街は、生活における様々な消費機能が集中

する場所であり、情報を発信し続けることで、訪

れた人々に刺激を与え、彼らをひきつける魅力的

な性格を持っている。そして、そのような性格を

持ちながら、時代の変化に柔軟に対応することで

文化、経済、そしてその時代の社会をリードして

きた存在である。  
 近年では、情報化、国際化、少子高齢化などの

急速な社会情勢の変化に対応させるため、東京都

の中心部において大規模な再開発事業や集合住宅

の建設が活発になり、新しい繁華街が表れようと

している。そして、バブル経済崩壊以降の不況の

影響によって、中心地の不動産価値が下落したこ

とにより、これまで減少しつづけてきた 23区にお
ける人口が、増加の傾向を示している。（図１）
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このように、大都市東京は、近年大きくその構造

に変化を起こしつつある。これからの繁華街は、

昨今の都市における大きな構造の変化の中で、豊

かな都市居住者の生活を支えるために、今まで以

上に生活と密接な存在となっていくものと考えら

れる。 
 東京の繁華街では、古くから寺町として栄えて

きた浅草や、明治から現在まで日本の繁華街を 
リードしてきた銀座、郊外住宅地の発達とターミ

ナル駅の整備によって発展した新宿、渋谷などが

代表的なものとして挙げられる。このような代表

的な繁華街の特性が、どのようにつくられてきた

かを明らかにすることは、今後の東京における繁

華街を読み解くために必要である。 
 
２．研究の目的 
  東京における、代表的な繁華街の生活空間を機
能という視点を通して時系列から分析し、比較す

ることで、それぞれの特性を明らかにしたものは

まだない。 
本研究は、近代から現代まで東京の主要な繁華

街である浅草、銀座、新宿、渋谷を対象にして、

それぞれ戦後から現代までの建築に割り当てられ

ている機能の分布、およびその変遷過程を通して、

生活空間としての建築機能と、都市空間の関係を

明らかにすることを目的にしている。 
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図１ 繁華街の調査範囲 
３．研究の方法 

(１)建築機能は、建築物単位で分類されている土

地利用現況図（用途別）の凡例と、服部銈二郎の

「人間と都市環境－①大都市中心部・都心盛り場

『銀座』の機能と象徴性」において、都市を利用

する側からの視点により分類している方法を併せ

て考えて、機能と施設に分類している。
(1)
 

(２) 東京の繁華街（浅草、銀座、新宿、渋谷）に

ついて、住宅地図が共通して存在する1958年から

2005年までの建築機能を約５年毎にみていく。 

(３)住宅地図からデータベースを作成し、建築機

能の数量の変遷を読み取り、それぞれの繁華街を

構成している主要な機能の特徴を把握する。 

(４)住宅地図よりプロット図を作成し、その変遷

を読み取り、それぞれの繁華街における建築機能

を細分化した主な施設の分布の特徴を把握する。

プロット図は、都市における歩行空間と密接な関

係をもつ、建築物の１階を対象としている。各繁

華街の施設の変遷は、その時代の居住人口や交通

の変遷も併せて分析していく。 

(５)浅草、銀座、新宿、渋谷から建築機能の性格

を読み取ることで、東京の繁華街における主要な

建築機能の特徴を考察する。 

(６)浅草、銀座、新宿、渋谷の特徴をそれぞれ比

較し、各繁華街の位置づけを考察する。 

 

４．研究成果 

（１）1958 年から 2004・2005 年における浅草、

銀座、新宿、渋谷の人口総数と鉄道の乗降者数を

みると、繁華街全体における人口が調査対象年以

降は、減少しており、それに対して新宿と渋谷の

鉄道の乗降者数が、急激に増加している。繁華街

としての歴史が比較的古い浅草と銀座では、鉄道

の乗降者数に大きな変化がなく、新宿や渋谷のよ

うなターミナル駅を利用する人々が増加している。

これらは、東京の中心部から居住人口が減少し、

郊外へ移ることによって、郊外住宅地と繋がりの

強いターミナル型駅の利用者が増加していると考

えられる。（図１、２）  

 
 

図１ 繁華街における人口総数 

  

図２ 繁華街おける鉄道の乗降者総数 

（２）繁華街の機能別数量をみると、全ての繁華

街において、買回り品販売機能、飲食食品機能、

社交娯楽機能が多いことがわかった。特に、買回

り品販売機能は、全ての繁華街において多く、繁

華街の中心的な役割を担っていることがわかる。

それぞれの繁華街の特徴としては、浅草と渋谷に

おいて住居系が多く、銀座と新宿において業務管

理機能が多いことが挙げられる。（図３） 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 繁華街の商店・事業所の機能別数量 

 
（３）施設をプロットした図から浅草・銀座・新

宿・渋谷の繁華街をみると、古くから繁華街とし

て発達していた浅草では、近年において、繁華街

の要素を残しながら、観光地としての性格を増し

ているが、全体として発展が停滞している様子も

みられた。浅草の繁華街の地域的な特性をみると、

繁華街の中心部に浅草寺や六区のような、単一の

機能が占める大きな地域をもつため、近年になる

につれて繁華街全体の南北の性格が分かれており、

駅と繋がりをもつ南側にある新仲見世通りに繁華

街としての性格を残し、北側は衰退してきている。

銀座においては、繁華街の全体に張り巡らされて

いる交通網との関係や、丸の内や新橋などの周辺

の特徴ある地域との関係も考えられ、ターミナル

型の繁華街に比べ、鉄道の利用者が少ないにも関

わらず、ショッピング街としての性格を、数量や 
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   図４ 浅草・銀座・新宿・渋谷のプロット図 



 

 

規模とも増している。新宿では、繁華街の中心を

通る幅員の大きな通り沿いに、ショッピングを中

心とした日用品販売施設の拡充をみせており、そ

の他の施設の分布が周縁に移動している。渋谷で

は、通りにあった日用品販売施設の線的な分布が、

近年になるにつれて、それまでの分布と異なる渋

谷駅の北側に、面的な拡充をはじめ、ショッピン

グ街をつくりだしている。さらに、西側の住宅街

との間にまとまった宿泊施設によるホテル街をつ

くり、繁華街との関係を隔てている。 
このようにみると、比較的古い繁華街である浅

草と銀座では、繁華街として調査対象年以前より

存在している主要な通りに、日用品販売施設が集

積しており、新宿と渋谷については、ターミナル

駅の利用者数の増加によって、駅周辺とそこへ通

じる主要な通りに日用品販売施設が高密度に集積

していることから、近年の繁華街において日用品

販売施設が中心的な役割を担っていることがわか

った。（図４） 
 
（４）浅草・銀座・新宿・渋谷の繁華街における

施設の変遷の特徴として、近年では、全体的に業

務管理施設が増加しており、オフィス街としての

性格が増していることが挙げられる。さらに、技

能習得施設や機器・材料取引販売施設、スポーツ

施設は、繁華街と関係が薄いこともわかった。飲

食食品機能のなかでも特に多い飲食施設について

は、各年代を通して繁華街の全域に、他の機能の

間を埋めるように分布している。この機能は、年

代を問わず、他の機能にあまり影響されない、繁

華街の主要な要素であることもわかった。さらに、

社交娯楽機能も飲食食品機能と同じように、繁華

街の全域に分布しているが、その内容が明らかに

異なっている。なかでも、社交施設（昼）と社交

施設（夜）が大きく異なった変化をみせており、

年代が新しくなるにつれて、明確になってきてい

る。調査対象年初期には、同じ場所に地域的な特

徴を形成していた社交施設（昼）と社交施設（夜）

が、年代が新しくなるにつれて、場所との関係に

変化がみられた。社交施設（昼）は、飲食施設の

繁華街における性格と近いものになってきたこと

がわかる。それに対して、社交施設（夜）は、繁

華街の周縁部において、夜型の場所を形成するよ

うになっている。 
新宿や渋谷では、繁華街の発展によって住居が

減少し、それに伴い住居系に付随する機能である、

生活関連機能や食品販売施設が減少してきた。し

かし、生活関連機能と食品販売施設は、近年にお

いて住居が無い場所にも集積しており、居住者か

らオフィスや店舗で働く、労働者にその対象を変

化させてきたことが考えられる。 
 
（５）最後に、全年代を通してみると、数量にお

いて、浅草と銀座は、買回り品販売機能、新宿で

は社交娯楽機能、渋谷では飲食食品機能が多く、

それぞれの繁華街を特徴づける機能となっている

こともわかった。そして、調査範囲の交通網と繁

華街における機能の分布をみると、近年になるに

つれて、駅の存在が繁華街の中心的要素である買

回り品販売機能の分布に影響を与えており、この

ことにより外部からの来訪者を大量に運ぶことが

できる駅が、繁華街が発展する範囲に関して重要

な要素になってきていることがわかった 

 

注１）本研究では、繁華街の持つ機能の歴史的変遷を住宅地図や火災保険地図など商店・

事業所の各機能を特定できる地図をもとに調査・分析を行っている。また、資料の共通

性を図るため、東京都で資料を作成し、各区で発行されている土地利用現況図の凡例を

もとに、それぞれの機能を分類している。商店・事業所の機能は、公共系、商業系、住

居系、工業系の4つの系に分類し、それを以下のような16の機能に分類している。地図

から特定できた割合は、74.1%から 96.88％で、繁華街のもつ傾向をある程度つかむこと

が可能であると考えられる。 

・公共系（官公庁機能―官公庁施設、教育文化機能―教育文化施設・宗教施設、厚生医

療機能―厚生医療施設、供給処理機能―供給処理施設、交通関連機能―交通関連施設） 

・商業系（業務管理機能―業務管理施設、情報文化機能―情報提供施設・技能習得施設、

買回り品販売機能―日用品販売施設・趣味品販売施設、生活関連機能―生活関連施設、

飲食食品機能―飲食施設・食品販売施設・嗜好品販売施設、機器・材料取引販売機能

―機器材料取引販売施設、宿泊機能―宿泊施設、社交娯楽機能―社交施設（昼型）・（夜

型）・娯楽施設、スポーツ興行機能―スポーツ施設・興行施設） 

・住居系（住居専用機能―独立住宅・集合住宅） 

・工業系（工業機能―職人製作所・倉庫駐車場） 
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